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法人名

社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会

佐賀県佐賀市天神一丁目4番15号

【評価機関概要（評価機関記入）】

基本情報リンク先ＵＲＬ

所在地

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

自己評価作成日

事業所近くには名護屋城史がある地域で、自然豊かな環境の中、穏やかに過ごせる場所にある。バリアフリーな中
庭と全面ガラス張りの建物、2ユニットそれぞれに内扉で自由に行き来できる夫婦部屋も用意されている。母体となる
医療法人が変わり、グループホームとしては変わりはないが、事業所名が変更され、管理者は職員とともに新たな気
持ちでわかりやすい介護理念「安心、笑顔、ともに暮らす私たち」に変更し、地域の中で入居者、家族、職員が笑顔
で安心して過ごせる施設を作り上げている。施設では理学療法士による指導の下職員は入居者の身体機能の維持
のための体操や運動を行い、また看護師による健康観察を行い医師との連携も図れる施設である

事業所名

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

所在地

評価機関名

訪問調査日

自己評価及び外部評価結果票
（様式第１号）

【事業所概要（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

4170200390

医療法人社団　仁瑚会

グループホームにこやか

佐賀県唐津市鎮西町名護屋　4198番地

①医療法人社団が運営している施設であり、医療ケアの充実・医療とのスムーズな連携を行います。②介護理念を
大切に、現場で理念を活用できる職員教育を行っています。③職員は、認知症に対し専門的な知識と技術を持っ
てケアを提供できる、自分の家族もここで生活させたいと思える施設づくりを目指しています。④職員と入居者様
は、壁を作らず、のんびり共に暮らすことを重視します。⑤入居者様は、出来る事はする、出来そうなことは職員と一
緒にやってみます。積極的な活動により身体機能を維持します。「本当は家がいいけど、ここでもいいよ」と思える施
設づくりを目指します。⑥にこやかは、活動することを重視し、「一緒に○○する」を目指しています。

事業所番号
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〔セル内の改行は、（Ａｌｔｷｰ）＋（Ｅｎｔｅｒｷｰ）です。〕

自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ．理念に基づく運営

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義をふまえた
事業所理念をつくり、管理者と職員は、
その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう、事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、
地域の人々に向けて活かしている

自己評価および外部評価結果

外
部

自
己

項　　目

近隣の住人・小学生の登校時挨
拶をしている。デイサービスの併
設あり、職員の構成も地元の者
が多く日常的に地域の情報が
入っている。入居者もなじみの関
係の方が多い。小学校との交流
を大切にしている。理念は小学生
に書いていただいた。絵も頂き
飾っている。折り鶴を折って、今
度の修学旅行に長崎に持って
行って頂く予定。

自治会に加入し区費の支払いも
行っている。隣接するデイサービス
に回覧板や広報などが届き、地区
の情報も得ている。コロナ禍以前は
地区行事の獅子舞などボランティア
の受け入れも行っていたが、地域の
小学生との手紙の交流など今でき
る交流を行っている。今後地域行事
への参加や、地区住民が参加でき
るホーム行事を行いたいと考えてい
る。

(1)

(2)2

玄関に掲げ日常的に理念が確認
できる。毎日の朝礼・終礼にて理
念の確認を勤務者全員で行って
いる。理念を周知しやすいように
分かりやすく短く設定。理念の活
用の仕方を日々職員に伝え、理
念を現場で活用できたかどうか終
礼にて確認している。

近隣の住人・小学生の登校時挨
拶をしている。デイサービスの併
設あり、職員の構成も地元の者が
多く日常的に地域の情報が入って
いる。入居者もなじみの関係の方
が多い。小学校との交流を大切に
している。理念は小学生に書いて
いただいた。絵も頂き飾っている。
折り鶴を折って、今度の修学旅行
に長崎に持って行って頂く予定。

デイサービスや居宅介護支援事
業所を併設し相談に乗ったり、共
有して日常的に解決に繋がるよう
実践している。運営推進会議で具
体的に伝えるようにしている。

1

玄関に掲げ日常的に理念が確認
できる。毎日の朝礼・終礼にて理
念の確認を勤務者全員で行って
いる。理念を周知しやすいように
分かりやすく短く設定。理念の活
用の仕方を日々職員に伝え、理
念を現場で活用できたかどうか終
礼にて確認している。

母体法人が変わり、事業所名が変
更され、それとともに、職員全員で
考え作成した理念「安心と笑顔、共
に暮らす私たち」に変更し、常に立
ち戻る原点として、日々のケアに
活かされ理念の実践に努めてい
る。

3

デイサービスや居宅介護支援事
業所を併設し相談に乗ったり、共
有して日常的に解決に繋がるよう
実践している。運営推進会議で具
体的に伝えるようにしている。

外部評価
（評価機関記入欄）
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につ
いて報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取
り組みを積極的に伝えながら、協力関
係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行
為」を正しく理解しており、玄関の施錠
を含めて身体拘束をしないケアに取り
組んでいる

4

1/2月に定期的に会議を開き委
員として年間通して会議に参加し
て頂きホームでの取り組みや生
活状況を報告し、サービスの向上
に繋がるよう意見や助言がいた
だける様雰囲気づくりを心がけて
いる。

(3)

(4)5

市町村担当者を相談者と位置づ
け日常的に相談に乗って貰って
いる。原発事故対応の避難訓練
等情報を頂くようにしている。

コロナ禍で開催できず書類を送付
する時期もあったが、老人会長、民
生委員、家族など各委員の参加で
定期的に開催し、グループホームの
状況報告や避難訓練の報告など行
い議事録も作成されている。管理者
は、施設名も変わり新たな気持で地
域との関りを深め積極的に地域の
情報や助言などをいただけるよう努
めている。

1/2月に定期的に会議を開き委員
として年間通して会議に参加して
頂きホームでの取り組みや生活
状況を報告し、サービスの向上に
繋がるよう意見や助言がいただけ
る様雰囲気づくりを心がけてい
る。

市町村担当者を相談者と位置づ
け日常的に相談に乗って貰ってい
る。原発事故対応の避難訓練等
情報を頂くようにしている。

6

高齢者の権利擁護や身体拘束に
関する勉強会を事業所内で定期
的に実施。法人全体で身体拘束
適正化委員会を設置、会議を行
い身体拘束のない事業所を目指
している。月に1回の改善会議に
て身体拘束になるようなケアがな
かったか確認を行っている。

契約時に拘束をしない方針を家族
へ伝えている。身体拘束についての
理解は、全ての職員が研修を通し、
周知できるように取り組まれてい
る。言葉の言い換えマニュアルを作
成し、言葉の拘束なども含め身体拘
束のないケアが実践できている。

地域の行政担当者は運営推進会議
にも参加しており、日頃から連携が
取れている。問い合わせが行い合
える関係性ができている。

(5)

高齢者の権利擁護や身体拘束に
関する勉強会を事業所内で定期
的に実施。法人全体で身体拘束
適正化委員会を設置、会議を行
い身体拘束のない事業所を目指
している。月に1回の改善会議に
て身体拘束になるようなケアがな
かったか確認を行っている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法
等について学ぶ機会を持ち、利用者の
自宅や事業所内での虐待が見過ごされ
ることがないよう注意を払い、防止に努
めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援し
ている

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね、十分な説明を行い理解・納得を図っ
ている

8

虐待の防止に努めて介護を行っ
ている。異変時はリーダーへ報告
し管理者と一緒に確認もして頂い
ている。拘束虐待はされる側だけ
でなく行った側も痛みを伴う事を
認識し虐待は人として絶対起こし
てはならない事ととして厳しく注意
を払っている。

7

定期的に虐待防止法を学ぶと共
に拘束の延長が虐待に繋がると
いう認識で取り組むと共に、痣や
傷等は集中して原因を探るように
している。月に1回、改善会議に
て拘束と思われる行動・言動がな
かったか確認している。スタッフ全
員で再認識できている。朝礼に
て、言葉遣いのマニュアル確認を
行い、虐待につながらないケアを
実践、毎日振り返り確認してい
る。

9

事前訪問等で丁寧に説明の時間
を儲け疑問点の有無を確認して
いる。利用料金、起こり得るリス
ク、看取り、医療連携体制等でき
る限り詳しく説明し、納得頂いた
上で文書で同意を得ている。改定
時は改めて文書を作成し文書に
沿って説明するとともに同意を得
ている。

定期的に虐待防止法を学ぶと共
に拘束の延長が虐待に繋がると
いう認識で取り組むと共に、痣や
傷等は集中して原因を探るように
している。月に１回、改善会議に
て拘束と思われる行動・言動がな
かったか確認している。スタッフ全
員で再認識できている。朝礼に
て、言葉遣いのマニュアル確認を
行い、虐待につながらないケアを
実践、毎日振り返り確認してい
る。

虐待の防止に努めて介護を行っ
ている。異変時はリーダーへ報告
し管理者と一緒に確認もして頂い
ている。拘束虐待はされる側だけ
でなく行った側も痛みを伴う事を
認識し虐待は人として絶対起こし
てはならない事ととして厳しく注意
を払っている。

事前訪問等で丁寧に説明の時間
を儲け疑問点の有無を確認してい
る。利用料金、起こり得るリスク、
看取り、医療連携体制等できる限
り詳しく説明し、納得頂いた上で
文書で同意を得ている。改定時は
改めて文書を作成し文書に沿って
説明するとともに同意を得てい
る。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を
設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映
させている

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自が向
上心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている

○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し、法人内外
の研修を受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくことを進めてい
る

13
新人研修、内・外部研修会、照会
あり、学びの機会がある。

12

人事考課（１/６月の評価）、就業
規則、健康診断等面談を含め心
身の健康を保つ様、又、面談で直
接意見を聞く等向上と整備に努
めている。職場環境・勤務体制・
給与等配慮されている。

(6)

毎日のミーティング、１/月の会
議、１/２月の理事長参加の会
議、１/６月の個人面談等反映に
繋げられるよう定期的に意見を出
せる機会を設け、反映させる姿勢
を示している。それぞれユニット
リーダーをたて、管理者の間にワ
ンクッションおくようにしている。ま
た、何よりも職員が意見を言いや
すい雰囲気づくり・システム造りを
意識し、日々、意見を取集できる
ようにしている。

2ユニット合同での会議は職員全員
が対話をする機会が設けられ、
日々の業務の意見を協議し運営に
反映している。また定期的に個人面
談し意見、提案を話せる機会も作っ
ている。

(7)11

10

家族の面会や電話連絡等情報交
換の機会としてとらえ、全職員で
取り組み何でも話し会える関係作
り・雰囲気作りに勤めている。

感染予防に配慮した面会の場の提
供を行い入居者、家族の意見を聞く
ようにしている。また独自に苦情相
談員を置いていることに真摯に耳を
傾ける姿勢が窺える。聴取した意見
は職員と情報共有し運営に反映さ
せている。入居者家族より椅子が冷
たいという意見がありすぐ改善を
行った。

毎日のミーティング、１/月の会
議、１/２月の理事長参加の会議、
１/6月の個人面談等反映に繋げ
られるよう定期的に意見を出せる
機会を設け、反映させる姿勢を示
している。それぞれユニットリー
ダーをたて、管理者の間にワン
クッションおくようにしている。ま
た、何よりも職員が意見を言いや
すい雰囲気づくり・システム造りを
意識し、日々、意見を取集できる
ようにしている。

人事考課（１/６月の評価）、就業
規則、健康診断等面談を含め心
身の健康を保つ様、又、面談で直
接意見を聞く等向上と整備に努め
ている。職場環境・勤務体制・給
与等配慮されている。

管理者・責任者は職員の能力を
観察し、個人にあった教育・育成
ができるよう先輩職員へ指導して
いる。先輩職員が新人を育てる上
での苦労も共感し、指導方法を一
緒に検討するなどスタッフ皆で育
てていくことの認識が高まるよう努
めている。

面会時や電話時にご家族との会
話を大切な時間と認識している。
また、会話の中で気づきを管理者
へ伝え反映できていると思う。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり、ネットワークづくり
や勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取り
組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、本人の安心を確
保するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要として
いる支援を見極め、他のサービス利用
も含めた対応に努めている

16

入居前に健康診断を受けて頂く
事と計画作成者がサービスプラン
についてゆっくり時間を設け丁寧
に傾聴し納得されるサービス提供
に繋がるよう関係づくりに努めて
いる。また、職員が家族より不安
な思いを聞いた時などは速やか
に管理者に報告するようにしてい
る。

17

居宅ケアマネジャーからの情報
等を参考にしながら本人やご家
族の思い状況等を確認し、面談を
繰り返す中で必要なサービスの
見極めにつなげている。

15

相互の事前訪問で要望等確認し
馴染みの職員を担当にするなど
導入時の関係づくりには特に重
点的に配慮している。常に笑顔で
優しく声かけするよう意識してい
る。傾聴を心がけることでなごや
かに過ごして頂けていると思う。

Ⅱ．安心と信頼に向けた関係づくりと支援

14
法人や勉強会参加で、各職種間
交流がある。

市内や県のグループホーム連絡
会や協会及び法人を通じての業
者交流等積極的に勧めている。オ
ンラインでの参加も少しずつ増え
てきている。

相互の事前訪問で要望等確認し
馴染みの職員を担当にするなど
導入時の関係づくりには特に重点
的に配慮している。常に笑顔で優
しく声かけするよう意識している。
傾聴を心がけることでなごやかに
過ごして頂けていると思う。

入居前の健診では、医師により医
学的説明や入居時に注意するこ
となど、確認。家族も同席し聞い
て頂き家族からの質問も直接医
師へ聞くことが出来る場を設けて
いる。その上でプランについて確
認し、ご家族の気持ちを傾聴、関
係作りに努めている。最初の窓口
は管理者とし、職員によって返答
が違い誤解を生まないように注意
している。

居宅ケアマネジャーからの情報等
を参考にしながら本人やご家族の
思い状況等を確認し、面談を繰り
返す中で必要なサービスの見極
めにつなげている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○本人と共に過ごし支え合う関係
職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の
関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にし
ながら、共に本人を支えていく関係を築
いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

18

一緒に出来ることを探し役割分担
を前提に日課を考え共同生活の
場を意識して接している。ご家族
にも理解を頂くよう働きかけてい
る。

21

仲の良し悪しを把握した上で関係
性が悪くならない程度に交流を支
援したり、仲間意識が生まれるよ
うに配慮している。トラブル発生
時はそれ以上悪化しないように介
入している。

行きつけの美容室、薬局、スー
パー等できるだけ繋がるように支
援している。友人や馴染みの方と
の関係の継続にも配慮して支援
している。美容室・受診・手続き等
できることは支援し、本人の活動
として捉え一緒に外出するように
支援している。

コロナ禍のため外出制限があり、親
族、友人のみの面会であったが、馴
染みの美容院や受診など家族との
外出など支援している、

19

(8)20

入居時より共に支える関係である
ことを共有し家族の思いも共有で
きるように面会時等は必ず会話を
楽しむ等日常の関わりに配慮し
ている。

入居時より共に支える関係である
ことを共有し家族の思いも共有で
きるように面会時等は必ず会話を
楽しむ等日常の関わりに配慮して
いる。

外出する機会も少ないため、面会
時の時間を大切に支援している。
ホームの中で新しいなじみの関係
ができるよう支援している。

仲の良し悪しを把握した上で関係
性が悪くならない程度に交流や席
を配慮したり、仲間意識が生まれ
るように配慮している。トラブル発
生時はそれ以上悪化しないように
介入している。

一緒に出来ることを探し、その場
の状況に応じ家事など実施して頂
いている。職員にも、してあげる介
護にならないよう常に声かけし認
識してもらうよう努めている。作業
が終わったら感謝の気持ちを伝え
る様にしている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必
要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めて
いる

22

住み替えが必要になられた方に
は事前に関係者と担当者会議等
を持ちできるだけ生活の継続性
が保たれるように支援している。
居宅で担当されていたケアマネ
ジャーには、入院や状態の悪化
などの変化があったときは連絡を
するようにしている。

25
食事、睡眠、排泄状態、生活習
慣、体調の変化等記録し、状態
の把握に努めている。

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

日々表情や言葉に意識を傾け意
向や思いを汲み取るように関わっ
ている。困難な場合は本人本位に
考え家族と確認共有。理念と照ら
し、職員本位のケアにならないよ
う努めている。

入居時は出来るだけ多くの情報を
収集しスタッフ間で情報共有、入
居後の様子も細かく記録し状態の
把握に努めている。プライバシー
に配慮しながら生活暦や暮らし方
等個性を把握しより良いケアに繋
げられるように関わっている。

食事、睡眠、排泄状態、生活習
慣、体調の変化等記録し、状態の
把握に努めている。

24

入居時は出来るだけ多くの情報
を収集しスタッフ間で情報共有、
入居後の様子も細かく記録し状
態の把握に努めている。プライバ
シーに配慮しながら生活暦や暮ら
し方等個性を把握しより良いケア
に繋げられるように関わってい
る。

(9)23

日々表情や言葉に意識を傾け意
向や思いを汲み取るように関わっ
ている。困難な場合は本人本位
に考え家族と確認共有。理念と照
らし、職員本位のケアにならない
よう努めている。

職員は日々の関わりの中で利用者
の思いや意向の把握に努めてい
る。ホール内で寛いでいるときや入
浴中など声掛けを行い、聞き取った
内容は職員で共有を図っている。

住み替えが必要になられた方に
は事前に関係者と担当者会議等
を持ちできるだけ生活の継続性が
保たれるように支援している。居
宅で担当されていたケアマネ
ジャーには、入院や状態の悪化な
どの変化があったときは連絡をす
るようにしている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、それぞれの意見や
アイディアを反映し、現状に即した介護
計画を作成している

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービス
に捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し、本人が心身の力を発揮し
ながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

26

担当者を中心に毎月モニタリング
し振り返り次のサービスに繋げて
いる。月0回の業務改善会議時に
は職員の意見を取り入れ現状に
即したケアができるよう努め、そ
れを介護計画に反映させている。

本人や家族、職員の意見などを確
認し、意向に沿った計画を作成して
いる。また状況の変化に応じて柔軟
に対応し、現状に即した介護計画を
作成している。日々の経過は担当
職員それぞれがパソコンで入力を
行いケアに活かされている。

個々の状態や変化を日常記録
し、情報を記録、共有蓄積しケア
の見直しにつなげている。共通の
申し送りノートを活用することで、
シフト制の中でも日々の様子や変
化を確認し情報の抜けがなくケア
ができるようにしている。

27

個々の状態や変化を日常記録し、
情報を記録、共有蓄積しケアの見
直しにつなげている。共通の申し
送りノートを活用することで、シフト
制の中でも日々の様子や変化を
確認し情報の抜けがなくケアがで
きるようにしている。

担当者を中心に毎月モニタリング
し振り返り次のサービスに繋げて
いる。月1回の業務改善会議時に
は職員の意見を取り入れ現状に
即したケアができるよう努め、それ
を介護計画に反映させている。

民生委員やボランティア、福祉事
業者、訪問理美容、商店街、警
察、公共交通、災害避難所等介
護保険以外の情報の把握に努め
利用者にお伝えしている。

29

本人・家族の状況に応じて訪問、
外出泊、通院や送迎等必要な支
援は柔軟に対応し、個々の満足
を高めるよう努めている。

28

(10)

本人・家族の状況に応じて訪問、
外出泊、通院や送迎等必要な支
援は柔軟に対応し、個々の満足を
高めるよう努めている。

民生委員やボランティア、福祉事
業者、訪問理美容、商店街、警
察、公共交通、災害避難所等介
護保険以外の情報の把握に努め
利用者にお伝えしている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○かかりつけ医の受診診断
受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と事
業所の関係を築きながら、適切な医療
を受けられるように支援している

○看護職員との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に退
院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。又は、そうした
場合に備えて病院関係者との関係づく
りを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人・家族等と話し
合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる

30

入居前のかかりつけ医、薬局を
把握し希望や適切な医療が受け
られるように働きかけている。受
診病院の選択についても、本人・
ご家族の希望を優先させている。

本人や家族の意向に沿ったかかり
つけ医である。月２回の訪問診察や
専門医受診など適切な医療が受け
られるよう支援を行っている。専門
医受診は家族と協力し行っている
が、職員が付き添うことも多く結果
はその都度報告している。

(11)

体調や些細な変化を見逃さない
ようポイントを共有し早期発見や
適切な対応になるよう支援してい
る。必ず管理者に報告し、見落と
さないようにしている。

入居時より方針を共有し定期的
な見直しや状態の変化等常に共
有できるよう関わっている。

契約時に重度化した場合や終末期
について説明を行っている。ホーム
での看取りを希望される入居者もい
る。重度化した場合、段階的に家族
やかかりつけ医、職員全員と話し合
いを行い、意向の確認と情報共有を
しながら支援している。

32

家族を中心に病院関係者との情
報交換等日常的に関わりを持ち
関係づくりや顔の見える関係づく
りに努めている。

31

33 (12)

家族を中心に病院関係者との情
報交換等日常的に関わりを持ち
関係づくりや顔の見える関係づく
りに努めている。

入居時より方針を共有し定期的な
見直しや状態の変化等常に共有
できるよう関わっている。看取りケ
アの考え方なども医師と共通認識
を持てるよう話し合いを行い、終
末期においてご家族や本人の意
向をなるべく実施できるよう支援し
ている。

入居前のかかりつけ医、薬局を把
握し希望や適切な医療が受けら
れるように働きかけている。受診
病院の選択についても、本人・ご
家族の希望を優先させている。

体調変化や皮膚変化等、気づい
た変化はタイムリーに管理者・看
護師へ報告し対応。その対応も申
し送りノートにて職員全員が確認
できるようにし統一ケア・受診支援
へつなぐようにしている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の
訓練を定期的に行い、実践力を身に付
けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との協
力体制を築いている

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応を
している

34
事故発生時のマニュアルの研修
や訓練を定期的に計画し実践で
きるよう取り組んでいる。

年2回日中及び実際の夜間避難訓
練、年1回原子力防災訓練を入居者
も一緒に実施している。近年、住民
への協力要請はしていないが運営
推進会議で報告を行っている。職員
は消火器や火災通報装置の使い方
も承知している。備蓄も用意して避
難場所や道路も確認している。

日頃から言葉遣いなどに気を付け
るよう支援している。「言葉かけの言
い換え」に取り組み、マニュアル作
成もできている。個人情報の取り扱
いについてはグループホーム便り
の写真掲載、居室の名札など家族
に承諾を得ている。

35 (13)

36 (14)

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

マニュアル作成し訓練を行ってい
る。出来るだけ多くのスタッフが身
に付くように毎月ミニ訓練を行うよ
うにしている。地域での原発事故
訓練に合わせてホームでも訓練
を実施している。地域の協力につ
いては民生委員や地区の消防を
中心に関係性を持っている。

言葉賭け接遇に重きを置き定期
的に研修。毎日の言葉使いのマ
ニュアルを読み上げるたびにその
点も確認。理念と照らし合わせて
常に考えていくことを教育、実践
に努めている。

事故発生時のマニュアルの研修
や訓練を定期的に計画し実践で
きるよう取り組んでいる。

マニュアル作成し訓練を行ってい
る。出来るだけ多くのスタッフが身
に付くように毎月ミニ訓練を行うよ
うにしている。地域での原発事故
訓練に合わせてホームでも訓練を
実施している。地域の協力につい
ては民生委員や地区の消防を中
心に関係性を持っている。

言葉賭け接遇に重きを置き定期
的に研修。毎日の言葉使いのマ
ニュアルを読み上げるたびにその
点も確認。理念と照らし合わせて
常に考えていくことを教育、実践
に努めている。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を
表したり、自己決定できるように働きか
けている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたいか、
希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

37

38

39

一人ひとりの状態にあわせ本人
が答えやすく選びやすいように状
態を見極め視力低下の方にはこ
とばかけを多く、表出が少ない方
にはより具体的に情報提供する
等工夫して自己決定を支援して
いる。

個々の希望や動きに合わせて出
来るだけ寄り添い、その人の生活
支援が出来るように努めている。
ゆっくりしたいときや歩きたい時な
どその方に合わせて支援するよう
に努めている。

朝の着替えは本人の意向に沿っ
ている。職員は見守りや支援が
必要なときに手伝うようにしてい
る。定期的に美容室・床屋に外出
を支援。常に気持ちよく過ごして
頂けるように髪をとかす、衣服を
整えるなど整容の支援はできて
いる。

一人ひとりの状態にあわせ本人
が答えやすく選びやすいように状
態を見極め視力低下の方にはこ
とばかけを多く、表出が少ない方
にはより具体的に情報提供する
等工夫して自己決定を支援してい
る。

個々の希望や動きに合わせて出
来るだけ寄り添い、食事時間、トイ
レや口腔ケア等もその方のタイミ
ングに合わせてスタッフがケアす
るよう努めている。結果、その人ら
しい生活支援となるように努めて
いる。

朝の着替えは本人の意向に沿っ
ている。職員は見守りや支援が必
要なときに手伝うようにしている。
定期的に美容室・床屋へ外出を
支援。化粧等の支援はあまりでき
ていないが、ご自分でされる方に
関しては、物品が切れないように
注意しご家族と連携を取ってい
る。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者
と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひとり
の状態や力、習慣に応じた支援をして
いる

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄のパターン、習
慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行っている

42

40 (15)

43 (16)

41

栄養面を考慮した食事は外部に委
託され、行事食などにも対応できて
いる。コロナ禍前は外食を楽しむこ
とがあったが今はまだできていな
い。誕生日には、ケーキがふるまわ
れ入居者の楽しみになっている。

食事準備の音や匂いで楽しみに
繋がるよう働きかけている。片付
けなどもなるべく入居者様と一緒
にできるように支援。入居者様に
食器を洗って頂くこともある。

排泄の自立支援に向けて、介助を
行い昼夜ともにトイレで排泄支援を
行っており、布パンツの入居者もい
る。トイレの声掛けや排泄確認はさ
りげなく行うなど、羞恥心への配慮
にも努めている。

午前中の活動で昼の献立につい
て話題にしたり、夕食時は準備の
音や匂いで楽しみに繋がるよう働
きかけている。

食事量を観察記録し情報共有し
一人ひとりの必要量に繋げてい
る。器や道具、食事形態等個人
に合わせ、その日の状態に合わ
せて対応できるように細かく配慮
している。

毎食後全員口腔ケア表で個々に
応じたケアが出来るように共有し
徹底できるようにしている。

排泄表で排泄パターンや状態を
把握し、トイレ排泄に向けて統一
ケアで支援している。

食事量を観察記録し情報共有し
一人ひとりの必要量に繋げてい
る。器や道具、食事形態等個人に
合わせ、その日の状態に合わせ
て対応できるように細かく配慮し
ている。嗜好品はご家族に持って
来て頂くなど協力依頼をしている。

毎食後全員口腔ケア表で個々に
応じたケアが出来るように共有し
徹底できるようにしている。

排泄表で排泄パターンや状態を
把握し、トイレ排泄に向けて統一
ケアで支援している。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で
曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々に応じた入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気持
ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や用量について理解して
おり、服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている47

46

44

45 (17)

排泄パターンを記録し個人に合
わせて十分な水分補給や食物繊
維の多い献立等高齢者の特徴に
合わせて食事の提供を心がけて
いる。便が出る様に歩行の促し、
水分摂取を勧めたり排便を促す
食物を多く摂ってもらうよう声かけ
をしている。

希望者には毎日入浴可能になっ
ている。希望が無いときは無理強
いせずタイミングを図る等工夫
し、必要に応じ排泄状態等個々に
応じた対応をしている。

毎日入浴ができるよう準備し、本人
の希望や体調に応じて柔軟に対応
している。入浴を好まれない方は無
理強いはせず、清拭や足浴などを
行い対応している。

排泄パターンを記録し個人に合わ
せて十分な水分補給や食物繊維
の多い献立等高齢者の特徴に合
わせて食事の提供を心がけてい
る。便が出る様に歩行の促し、水
分摂取を勧めたり排便を促す食
物を多く摂ってもらうよう声かけを
している。

希望者には毎日入浴可能になっ
ている。希望が無いときは無理強
いせずタイミングを図る等工夫し、
必要に応じ排泄状態等個々に応
じた対応をしている。

日中は活動の促しを基本としてい
るが、心身の状態に合わせて自
由に居室やソファー等休息が取
れるようになっている。又夜間の
担当者と昼間の活動を情報共有
している。

処方内容を控えいつでも確認で
きるようにしている。与薬確認表
を作成し状態が把握しやすいよう
に工夫している。

日中は活動の促しを基本としてい
るが、心身の状態に合わせて自
由に居室やソファー等休息が取れ
るようになっている。又夜間の担
当者と昼間の活動を情報共有して
いる。

処方内容を控えいつでも確認でき
るようにしている。与薬確認表を
作成し状態が把握しやすいように
工夫している。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活か
した役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場所
でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられる
ように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望や
力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように支
援をしている

48

49

51

(18)

50

生活暦やその方の興味等日頃の
話題等で楽しみ等把握し活動へ
繋げる支援をしている。できるだ
け、職員が入居者様と一緒に活
動できるように、業務改善を常に
意識し時間の確保に努めている。

バリアフリーな中庭を活かし、洗濯
物干しなどの日常から季節を感じる
散歩まで近場で外出を楽しむ環境
が整っている。

希望に沿って、散歩や外出支援
ができるように努めている。洗濯
物等もなるべく外に出て入居者様
と一緒に行う様に支援。年に0回
の誕生月には、本人の行きたいと
ころやしたい事、家族の希望など
を確認して実現できるように支
援、職員自身の介護職としての
やりがいにもつながるよう支援し
ている。

生活暦やその方の興味等日頃の
話題等で楽しみ等把握し活動へ
繋げる支援をしている。できるだ
け、職員が入居者様と一緒に活
動できるように、業務改善を常に
意識し時間の確保に努めている。

希望に沿って、散歩や外出支援
ができるように努めている。洗濯
物等もなるべく外に出て入居者様
と一緒に行う様に支援。年に1回
の誕生月には、本人の行きたいと
ころやしたい事、家族の希望など
を確認して実現できるように支
援、職員自身の介護職としてのや
りがいにもつながるよう支援して
いる。

外出時には、ご家族様よりお預か
りしているお金を手に持っていた
だきご自分で支払い等して頂く様
に支援。入居者様自身の買い物
支援も行っている。

外出時には、ご家族様よりお預か
りしているお金を手に持っていた
だきご自分で支払い等して頂く様
に支援。入居者様自身の買い物
支援も行っている。

電話は日常的に開放して使用して
頂いている。家族への手紙は、近
くのポストまで職員と一緒に歩い
て出しに行くことを習慣としてい
る。

電話は日常的に開放して使用し
て頂いている。家族への手紙は、
近くのポストまで職員と一緒に歩
いて出しに行くことを習慣としてい
る。
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自己評価／ユニットＡ（　　　）
（事業所記入欄）

自己評価／ユニットＢ（　　　）
（事業所記入欄）

実施状況 実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

外
部

自
己

項　　目

外部評価
（評価機関記入欄）

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとっ
て不快や混乱をまねくような刺激（音、
光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居
心地よく過ごせるような工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場
所づくり共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせ
るような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたものや
好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れるように
工夫している

54

55

53

52

(20)

(19)

日中過ごすホールは、大きなガラス
窓が全面にあり外の季節を感じら
れる。リビングの一角に畳のコー
ナーが設けてあり入居者はゆっくり
横になって過ごすことができる。入
居者がいつでも居心地の良い場所
で過ごせる配慮がある。トイレや浴
室も清潔に保たれている。

座席や家具の配置は入居者様と
一緒に考え自分の家だという意
識を高めて貰うようにしている。
季節の花を飾ったり、絵を飾った
りと工夫をしている。

廊下のソファーや椅子、座席の工
夫等好みの場所があり活用され
ている。

座席や家具の配置は入居者様と
一緒に考え自分の家だという意識
を高めて貰うようにしている。季節
の花を飾ったり、絵を飾ったりと工
夫をしている。

廊下のソファーや椅子、座席の工
夫等好みの場所があり活用され
ている。

入居者一人ひとりの個性が溢れた
居室である。居室に持ち込めるもの
に特に制限はなく、馴染みのある持
ち物が使い続けられるよう配慮して
いる。外ドア全体の色、飾りなどを
分け、入居者が自分の部屋を認識
しやすい工夫がある。

居室の家具は特に制限無く、出
来るだけ馴染みの家具を持ち込
まれるよう家族に協力を促してい
る。

バリアフリーの設計で車椅子自走
可能で、トイレや浴室廊下の手す
りや流し台の高さ、自動センサー
の蛇口、常時屋外に避難できる
掃き出し窓の平屋で安全と自立
に配慮している。

居室の家具は特に制限無く、出来
るだけ馴染みの家具を持ち込ま
れるよう家族に協力を促してい
る。

バリアフリーの設計で車椅子自走
可能で、トイレや浴室廊下の手す
りや流し台の高さ、自動センサー
の蛇口、常時屋外に避難できる掃
き出し窓の平屋で安全と自立に配
慮している。
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の1/3くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

1. ほぼ全ての利用者が

3. たまにある

4. ほとんどない

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない

1. 毎日ある

2. 数日に１回程度ある

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。

（参考項目：30,31）

（参考項目：38）

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。

（参考項目：23,24,25）

57
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。

（参考項目：18,38）

1. ほぼ全ての利用者の

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（目標指標項目）アウトカム項目））(事業所記入)
　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

59
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている。

（参考項目：36,37）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている。

（参考項目：49）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
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ユニットＡ ユニットＢ

　　　↓該当するものに○印をつけてください

取　り　組　み　の　成　果

項　　目

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

67

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。

（参考項目：11,12）

（参考項目：2,20）

65

68

1. ほぼ全ての家族等が

2. 家族等の２/３くらいが

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

66

1. ほぼ全ての職員が

2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

1. 大いに増えている

2. 少しずつ増えている

3. あまり増えていない

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増えている。

（参考項目：4）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている。

（参考項目：9,10,19）

64

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある

3. たまに

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。

63

1. ほぼ全ての家族と

2. 家族の２/３くらいと

3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる。

（参考項目：28）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。
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